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は　　じ　　め　　に

近年の宅地開発や農業基盤整備等の開発は、住民の生活環境の改善に欠くことので

きない事業である反面、先人の遺した貴重な文化遺産が絶えず消滅の危機にさらされ

ているのも忘れてはならない事実でも有ります。こうしたなかで、昭和57年10月2日

に埋蔵文化財センターは県総合博物館の一部門として開設され、以後、埋蔵文化財の

調査研究、保存活用等の事業を鋭意行なって参りました。

ここに報告する「下弓田遺跡一資料編1－」は昭和34年に県教育委員会が日向遺跡

総合調査の一環として発掘調査を行ない昭和36年に刊行した『日向遺跡総合調査報

告』第一輯「下弓田遺跡」の補足資料と、遺跡周辺で採集されこれまでに博物館に収

蔵された資料など下弓田遺跡出土の縄文土器を紹介するものであります。

埋蔵文化財センターでは事業の一つとしてこれらの出土品整理を精力的に進め、こ

のたび「埋蔵文化財調査研究報告Ⅳ」として発刊の運びとなりました。

本書が学術及び教育関係資料として幅広く活用されるとともに、文化財保護の一層

の理解と地域文化解明の一助となれば幸いです。

平成3年12月

宮崎県総合博物館

館長　山　本　一　麿



仁コ

1．本書は、宮崎県教育委員会が日向遺跡総合調査の一環として昭和34年9月11日よ

り17日までの問に実施した下弓田遺跡の発掘調査報告書（『日向遺跡総合調査報

告』第1輯「下弓田遺跡」昭和36年3月宮崎県教育委員会刊行）の資料を補足する

ための資料編である。

2．本書では、下弓田遺跡関連の調査のうち昭和32年の石川恒太郎氏の試掘調査を石

川試掘、昭和34年の田中熊雄氏を中心とした宮崎大学の調査を宮大調査、同年の県

教育委員会が行なった日向遺跡総合調査を県教委調査、森駿氏表採の資料を表採蜜

料と略記する。また、それぞれの報告のうち石川試掘の報告（『宮崎県文化財調査

報告書』第2輯「下弓田遺物包含地」）を『32年報告』、宮大調査の報告（『宮崎大

学学芸部紀要』第7号・『宮崎大学学芸部紀要』第8号）を『宮大紀要7』・『宮大

紀要8』、県教委調査の報告（『日向遺跡総合調査報告』第1輯「下弓田遺跡」）を

『36年報告』と略記する。

3．本書に掲載した土器は、県総合博物館が所蔵する下弓田遺跡関連の縄文土器であ

る。内訳は県教委調査資料（『36年報告』の掲載土器も含む）と表採資料のうち口

縁部が主体である。したがって、石器類や土製品、その他の時期の出土品について

は次ぎの機会に報告することにする。

4．本報告に係わる遺物の整理は、昭和63年度から平成元年度にかけて県総合博物館

埋蔵文化財センターの事業として行なった。

昭和63年度の整理は主事菅付和樹、整理専門員津隈久美子、整理作業員永峰まり

子があたり、平成元年度は主任主事永友良典、津隈、永峰があたった。

5．掲載した図版の実測は菅付、津隈、永峰らが行ない、トレース・写真撮影は永友

が行なった。なお、報告書作成にあたっては松浦由美、杉尾愛恵、金子悦子、桟陽

子、戸高真知子の各氏の協力を得た。記して謝意を表する。

6．本報告の執筆・編集は永友が行なった。

7．整理した遺物等の資料は台帳登録の上、県総合博物館で保管している。

8．土器観察表の色調については、「新版標準土色帖」を使用した。
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I．本報告に至るまでの経緯

下弓田遺跡は宮崎県最南端に位置する串間市大字南方字狐塚に所在する縄文時代後期を代表的

する遺跡である。遺跡は志布志湾に注ぐ福島川の河口南岸の隆起砂丘上に立地する。

遺跡は、第二次大戦中に土地所有者である森駿が土採り作業中に発見し、昭和19年に上代日向

研究所より刊行された『日向上代遺蹟遺物地名表』で瀬之口伝九郎が紹介している。

本格的な調査の手が加わったのは戦後になってからで、昭和32年に石川恒太郎（県文化財専門

委員）が狐塚地区で試掘調査（石川試掘）を行ない、『宮崎県文化財調査報告書』第2韓で「下

弓田遺物包含地」（『石川報告』）として報告している。昭和34年3月には田中熊雄（宮崎大学教

授）を中心とした宮崎大学の調査チームが狐塚地区内で小規模な調査（宮大調査）を行ない、

『宮崎大学学芸部紀要』第7号（『宮大紀要7号』）と『宮崎大学学芸部紀要』第8号（『宮大紀

要8号』）で「狐塚遺跡の研究」として報告している。また、田中は『宮大紀要7号』のなか

で、調査以前に下弓田地区周辺で採集されていた縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、縄文時

代の石器などの森所蔵の資料（表採資料）のなかから縄文土器130点余りをあわせて紹介してい

る。

さらに、同年9月には県教育委員会が日向遺跡総合調査の一環として約230の発掘調査（県教

委調査）を行なっている。調査には酒語伸男（同志社大学教授）、鏡山猛（九州大学教授）、賀

川光夫（別府大学助教授）、遠藤尚（宮崎大学助教授）、石川、日高正晴（県文化財専門委員）、

鈴木重治（県立博物館学芸員）らがあたり、縄文時代後期の住居跡を発掘したほか、縄文土器の

層位調査を行なって多大の収穫を挙げた。調査の結果は昭和36年3月、『日向遺跡総合調査報

告』第1輯「下弓田遺跡」（『36年報告』）としてまとめられている。

現在、県総合博物館が所蔵している下弓田遺跡関連の資料は県教委調査の出土資料と若干の採

集資料である。これらの収集の経緯について、昭和35年3月刊行の「博物館々報」には昭和34年

度新収品目録の中に、移管資料「串間市下弓田出土縄文時代資料1括」、購入資料「串間市下弓

田出土縄文時代資料1括」の記載がある。これからすると県教委調査資料は調査終了後収蔵され

たことがわかる。また表採資料について、購入資料の欄に記載されている一括資料が該当すると

思われるがその経緯について詳細はわからないが、調査資料と同時期に収蔵されたことが想像で

きる。

今回の「土器編1」の刊行は、『36年報告』では図化された縄文土器が60点程度と主なものに

限られてため多くの縄文土器が未掲載のままとなっていた。そのため、埋蔵文化財センターでは

出土品整理事業の一環として昭和63年度及び平成元年度に県教委調査出土資料や表採資料など博

物館所蔵の下弓田遺跡関連資料の整理作業を行なった。

この報告書をまとめるにあたって、田中熊雄（県文化財保護審議会委員）、鈴木重治（同志社
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大学文学部）、日高正晴（西都原古墳研究所所長）、田中茂（瓜生野小学校校長）、茂山護（本郷

小学校教頭）、日高孝治（県史編さん室）、面高哲郎・長津宗重・菅付和樹（県文化課）、近藤協

（県総合博物館）、宮田浩二（串間市教育委員会）の各氏はかの御協力を得た。記して謝意を表

する。

引用および参考文献

（1）瀬之口伝九郎『日向上代遺蹟遺物地名表』上代日向研究所　昭和19年（1944）

（2）石川恒太郎「下弓田遺物包含地」『宮崎県文化財調査報告書』第2輯　宮崎県教育委員会　昭和32年

（1957）

（3）田中熊雄「狐塚遺跡の研究」『宮崎大学学芸部紀要』第7号　宮崎大学学芸学部　昭和34年（1959）

（4）田中熊雄「狐塚遺跡の研究（2）」『宮崎大学学芸部紀要』第8号　宮崎大学学芸学部　昭和35年（1960）

（5）川賀光夫・鈴木重治ほか「下弓田遺跡」『日向遺跡総合調査報告』第1輯　宮崎県教育委員会　昭和

36年（1961）

（6）菅付和樹「下弓田遺跡」『宮崎県史』資料編考古I　宮崎県　平成元年（1989）

（7）「博物館々報」第6号　宮崎県立博物館　昭和35年（1961）

Ⅱ　下弓田遺跡出土の縄文土器

1．はじめに

下弓田遺跡関連の資料は先述のとおり県教委調査の出土資料を中心に宮大調査の出土資料、採

集資料からなっており、県教委調査の出土資料と表採資料は県総合博物館に保管、宮大調査の出

土資料は宮崎大学の保管されている。

下弓田遺跡関連の資料の内訳は次のとおりである。

表採資料には、＿阿高式系統土器、指宿式土器、大平式土器、市来式土器、草野式土器、北久根

山式平行の土器などの縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器のほかに石錘・打製石斧・磨製石斧

・打製石金族が見られる。

石川試掘や宮大調査の資料には、大平式土器、市来式土器、草野式土器などの縄文土器のはか

に凹石・敲石・磨石・石皿・軽石製品・石包丁様石器などの石器が少量見られる。縄文土器のは

かに石錘・石斧・凹石・敲石・磨石・石皿・石匙などの石器類が報告されている。

県教委調査資料には市来式土器、草野式土器、松山式土器、大平式土器、磨消縄文土器、黒色

磨研土器などの縄文土器のほかに土製円盤も見られる。底部には網代底も見られる。また、布痕

土器も含まれる。石錘・編平打製石斧・磨製石斧・凹石・敲石・磨石・石皿・軽石製品・石包丁

様石器などの石器も報告されている。
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引用および参考文献

（1）菅付和樹「下弓田遺跡」『宮崎県史』資料編考古I　宮崎県　平成元年（1989）

（2）岡元満子「底部に圧痕を有する縄文土器について」『鹿大考古』第5号　鹿大考古学会　昭和61年

（1986）

2．博物館所蔵の下弓田遺跡関連資料

（1）資料の概要

前述のとおり、博物館に収蔵されている下弓田遺跡関連の縄文土器は県教委調査分と表採資料

分からなる。今回図化した資料は『36年報告』に掲載されたものも含た県教委調査と表採資料の

うち『宮大紀要7号』で紹介された森採集資料の縄文土器のうち、口縁部を有するものに限っ

た。したがって胴部や底部、土製円盤、石器、布痕土器等の実測図は今回掲載しなかった。掲載

総数523点で県教委調査資料が1～420、表採資料が421～523である。県教委調査分のうち1～3

は、博物館の展示用として完形復元された土器で収蔵目録には市来式土器と記されている。いず

れも底部を欠くものでナンバリング等はされていないが、おそらく日向遺跡総合調査で出土した

土器片のうち石膏復元できる資料を選び展示用に復元したものと思われる。表採資料のうち437

～523までが『宮大紀要7号』で田中が紹介した資料である。また、421～436のうち何点かは県

教委調査分も含まれている可能性がある。

県教委調査の資料は『36年報告』でも記載されていたように、遺物を耕作土・上層・中層・下

層に分けて取上げており、縄文土器に層位や深さ（例えば40～50）が注記されているものも見ら

れた。しかし、未注記のものが大半を占めることから今回は層位による分類は行なわず、『36年

報告』に用いられている鈴木分類をもとに口縁部断面や施文による分類を行なうことにした。な

お、縄文土器に注記されている事項は可能な限り観察表の備考欄に記載した。また、表採資料の

縄文土器については『宮大紀要7号』では写真資料のみの掲載であったため今回図化したが、土

器に注記がなされておらず写真との照合が困難であったことから図化した資料は照合が碓定され

たものに限った。以下の資料の概要について触れることにする。なお、文中では県教委調査資料

を（）、表採資料を＜　＞で示している。

（2）縄文土器

I類（1・4～24・136～150・292～301）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させた幅狭の平坦面を文様帯に持っ。文

様帯には単一の貝殻腹縁か竹管工具による爪形、「D」字形の連続刺突文や、連続刺突文と凹線

・沈線を比較的簡単に組み合わせたものが見られる。

I－A（1・4～19）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させた幅狭の文様帯を持っ。文様帯に
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は単一の連続刺突文を施す。

I－B（20～24）

文様帯付近から大きく外反する口縁部口唇部をわずかに肥厚させた幅狭の文様帯を持ち単一

の文様が施されており文様帯下にも施文が見られる。

I－C（136～139・141・144・146・148～150）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させたやや幅広の文様帯を持つ。文様

帯には凹線文と連続刺突文を組み合わせた単純な施文が見られる。おもな文様構成としては、

2～3条の凹線文問に連続刺実を施す組み合わせのもの（136など）。文様帯上下に竹管状工具

による連続刺突文とその中間に1条の凹線文の組み合わせたもの（144など）などが見られ

る。

I－D（140・142・143・145・147）

口縁部の内面と外面の両方に張り出し肥厚部が「T」字状に張り出す。文様帯には2条の凹

線文と連続刺突文の組み合わせた単純な施文が見られる。

I－E（292～301）

凹線文と連続刺突文による施文の見られる波頂部分。幅の狭い文様帯を持つ土器（292～

301）では連続刺突のみを施した文様帯の波頂部に円形刺実を施すタイプ（292など）、連続刺

突文問に1～2条の凹線を施した文様帯の波頂部に円形刺実を施すタイプ（296など）や円形

刺実の両側に縦方向の凹線を施すタイプ（299など）などがみられる。

Ⅱ類（2・25～135・151～291・302～305）＜437・439～479・482～500＞

口縁部を肥厚させ口縁断面が三角形または「く」字形を呈する土器。文様帯には連続刺突文や

凹線文が施されている。

Ⅱ－A（25～92）

口縁部を肥厚させた口縁断面三角形口縁で文様帯が幅狭の土器。文様は貝殻腹縁か竹管状工

具による爪形や「D」字形の連続刺突文が単一で施されている。

Ⅱ－Al（25～42・45～47）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させたやや幅狭の文様帯を持つ。文様

帯の断面は三角形を呈し単一の文様がみられる。

Ⅱ－A2（43・48～76）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させたやや幅広の文様帯を持つ。文様

帯に単一の文様がみられる。

Ⅱ－A3（77～79）

口縁部の内面の屈曲と外面の張り出しが若干見られ肥厚部が「T」字状に張り出す。
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Ⅱ－A4（80～92）

口縁部が「く」字状を呈し外面への張り出しが見られる。肥厚させた幅狭の文様帯には単体

の文様がみられる。

Ⅱ－B（2・93～126・151～219）＜437・439～464＞

屈曲部上部が短い「く」字口縁で文様帯の幅がやや幅広を呈する土器。口縁部屈曲部が外側

にのみ張り出すタイプと内面が内湾するタイプが見られる。文様も貝殻腹縁か竹管状工具によ

る爪形や「D」字形の連続刺突文が単一で施されているタイプのほかに凹線文と連続刺突文を

組み合わせたタイプが見られる。

Ⅱ－Bl（93～103）＜437・439＞

口縁部が「く」字状を呈し外面への張り出しが見られる。肥厚させた幅広の文様帯には単一

の文様がみられる。

Ⅱ－B2（2・104～126）＜453＞

口縁部が「く」字状を呈し外面への張り出しが見られ内面の屈曲が大きい。肥厚させた幅狭

の文様帯には単一の文様がみられる。

Ⅱ－B3（151～163）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させたやや幅広の文様帯を持つ。文様

帯には凹線文と連続刺突文を組み合わせた単純な施文が見られる。おもな文様構成としては1

条の貝殻腹縁の連続刺突文と竹管状工具による連続刺突文を組み合わせたもの（157など）。文

様帯上下に竹管状工具による連続刺突文とその中間に1条の凹線文の組み合わせたもの（158

など）。文様帯上下の竹管状工具による連続刺突文とその中間に1条の貝殻腹縁連続刺突文の

組み合わせたもの（159など）などが見られる。

Ⅱ－B5（165～180）＜440～452＞

口縁部が「く」字状を呈し外面への張り出しが見られる。肥厚させたやや幅広の文様帯には

2条の連続刺突文問に凹線文を施す文様が主体をなす。三ケ月状の刺実を凹線内（170など）

や凹線間（171、176など）に施すものなども見られる。また、1～2条の凹線を施した文様帯

下に連続刺実の見られるもの（173など）なども含まれる。

Ⅱ－B6（181～219）＜454～464＞

口縁部が「く」字状を呈し外面への張り出しが見られる。また内面の屈曲も大きい。肥厚さ

せたやや幅広の文様帯には凹線文や連続刺突文を組み合わせ単純な文様が見られる。主な文様

構成としては、凹線文と連続刺突文を組み合わせたものが主体で、2条の連続刺突文間に凹線

文を施すタイプでは凹線問に円形の刺突（181など）や円形刺実の周りに連続刺実を施した花

びら形の文様（187など）なども見られる。連続刺突文の組み合わせでは短い連続刺突文間に

貝殻腹縁による長めの連続刺突文を施すタイプ（198など）が主体をなす。
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Ⅱ－C（3・220～291）＜465～479・482～500＞

屈曲部上部が長い「く」字口縁で文様帯の幅が幅広を呈する土器。口縁部屈曲部が外側にの

み張り出すタイプや内面が内湾するタイプのはかに内面の湾曲が顕著で「S」字状を思わせる

タイプも見られる。文様も単一の連続刺突文が単一、凹線文と連続刺突文を組み合わせタイプ

が見られる。波状口縁を中心に幅広の文様帯には複雑で華麗な文様が施されている。

Ⅱ一Cl（3・220⊥263）＜465～479・482～483＞

文様帯下部の肥厚部分は明瞭で著しく張り出し、「く」字形となる。内面にも若干の屈曲が

見られるものもある。文様のバリエーションとしては2条の凹線のみ（222など）、2条の凹線

下に連続刺突文（223など）、2条の連続刺突文間に1～3条の凹線（229など）、2条の短い連

続刺突文問に貝殻腹縁による長めの連続刺突文（246など）などの施文がみられる。また、2

条の連続刺突文問に2～3条の凹線を施しさらに凹線問に横方向の連続刺突文を配するもの

（233など）も見られる。このうち、2条の連続刺突文間に1～3条の凹線のみられるタイプで

は凹線内や凹線間に円形（241など）や三ケ月形（232など）の刺突文を施すもの、凹線が斜方

向になるもの、文様帯下に凹線（227）や凹線と連続刺突文（253）を施すものなども見られ

る。

波頂部にも多彩な文様帯が見られる。2条の凹線タイプでは斜方向の凹線（225など）、2条

の連続刺突文間に2～3条の凹線を施すタイプでは多数の刺突文（235など）や刺突文を囲む

ような連続刺突文（237など）を配したり、凹線を多条に施すなど（239など）より多彩な文様

が見られる。また、このタイプでは波頂部裏に刺突（240、261）やらせん条の沈線（262）が

施されているものもみられる。2条の連続刺突文問に2～3条の凹線を施しさらに凹線問に横

方向の連続刺突文を配するタイプでは縦方向の2～3条の凹線も見られる。

Ⅱ－C2（264～275）＜484～493＞

文様帯下部の肥厚部分は明瞭で著しく張り出し、内面の屈曲も大きく「く」字形となる。文

様構成は2条の連続刺突文問に2～3条の凹線を組み合わせたタイプとさらに凹線間に横長の

貝殻刺実を配する複雑なタイプも見られる。波頂部には縦長の刺突文（237など）や凹線文（2

74）のはか円形刺実で両端を押えた横長の凹線（265）やその両側にさらに縦長の凹線（264）

を配したものも見られる。

Ⅱ－C3（276～291）＜494～500＞

文様帯下部の肥厚部分がさらに明瞭で著しく張り出し口縁が大きく外攣する。内面の屈曲も

顕著な「く」字形がさらに「S」字形となる。文様構成は2条の連続刺突文間に2～3条の凹

線を組み合わせた多彩な文様である。波頂部の施文は円形刺実で両端を押えた横長の凹線とそ

の両側に縦長の凹線を配したものもが多く見られる。
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Ⅱ－D（302一∵305）

凹線文と連続刺突文による施文の見られるやや幅広の文様帯の波頂部分。3条の連続刺突文

と2条の凹線文を組み合わせた文様帯の波頂部に縦の凹線と縦方向の連続刺突（305など）や

「Ⅹ」状の凹線と円形の刺実を組み合わせた施文（302）などが見られる。

Ⅲ類（306～313）＜438・510・512＞

頚部からゆるやかに外反する口縁部で、断面が三角形や丸みを帯びる。口縁部にコブ状の突起

や貼り付け文を付けるものも見られる。施文は幅狭の文様帯に単純な爪形刺突文などを施してい

るものや、貝殻腹縁刺突文と沈線文を組みあわせた文様を口縁部から胴部にまで及ぶものなど見

られる。

Ⅳ類（314～316）＜481・515＞

頚部に把手を取り付けた土器。

Ⅴ類（323～358）＜501～508＞

形骸化し問延びた「く」字口縁を持っ土器。

Ⅴ－A（323～349）

口縁部文様帯下部の肥厚が強調されず、形骸化したような低い段になり、口縁部断面の「く」

字形の屈曲も間延びしその下にくびれがわずかしか見られない土器群。文様は単純でくびれ部

の上下に貝殻腹縁の連続刺突文が1条ずっ施されている。

Ⅴ－B（350～358）

外面のくびれ部付近から口縁部が外傾または外反する土器群。文様はくびれ部の上下に貝殻

腹縁の連続刺突文が1条ずっ施されている。

Ⅵ類（359～370）＜509・511・513・514＞

口縁部が比較的短く強く外反する土器群。文様はくびれ付近に貝殻腹縁の連続刺突文が1条見

られる単純な構成である。

Ⅶ類（371～406）

貝殻条痕および粗製の無文の土器群。

Ⅶ－A（371～378）

口唇部に若干の施文が見られる土器。口唇部に貼り付け突起や口唇部端部に圧文を施す（371

～373）ものや、口唇端部に貝殻刺実を施す（374～378）もの。
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Ⅶ－B（379～389）

口縁部は口唇部が丸みを帯びて比較的肥厚しており短く外傾または外反する。I類に近いタ

イプ。

Ⅶ－C（385～394）

口縁部は口唇端部が丸みを帯びて短く外傾または外反する。

Ⅶ－D（395～402）

直立あるいは外反気味の口縁部口唇部を肥厚させた断面三角形の土器。

Ⅶ一［（403～406）

口縁部が直立気味に開く土器。

Ⅷ類（317～321）＜480＞

脚台付土器の脚部および類似の一群。

横方向の凹線と連続刺実の施文に透かしを設けたタイプ（319）＜480＞。縦方向の凹線と連続

刺実の施文するタイプ（321）。格子状に線刻を施すタイプなどが見られる。また、凹線問に竹管

連続刺実を施した馬蹄形の器台（318）や端部にかぎ状に線刻を施し連続刺実でさらに施文する

盤（板）状の土器（322）など特殊なものも見られる。

Ⅸ類

その他の土器

Ⅸ－A（407～420）

沈線文または凹線文を主文様として用いる土器。

407・408は内湾する口縁上部に刺突文を施す。410、411は沈線問に連続刺突文を配し410は

突起を持つ。412～420は平行沈線を用いている。

Ⅸ－B（421～423）＜516・517＞

貝殻条痕文地の上に指頭によると思われる太い凹線で曲線文を描く土器。

Ⅸ－C（424・425）

外反気味の口縁部をわずかに肥厚させた文様帯に2～3条の沈線と磨消縄文（？）を施し、

表面にヘラミガキ調整が見られる土器。

Ⅸ－D（426～428）

内湾する口縁部で、口唇部に沈線と刺突を施し口縁部表に縄文による施文の見られる磨消縄

文土器。

Ⅸ－E（429）

内湾気味の口縁部で、凹線内に疑似縄文による施文が見られる土器。
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Ⅸ－F（430）

押し引き文を施す土器。

政一G（431・322）

沈線問に刺突文を充填する土器。431は疑似磨消縄文土器とも思われる。

Ⅸ一日（433～436）

いわゆる黒色磨研土器で頚部が大きく外反し短い口縁部に1～2本の沈線が見られる土器。

436は「く」字に屈曲する胴部で凹線内に楕円形の押圧文を施す。

Ⅸ－I＜518～523＞

口縁部から胴部にかけて2本平行の沈線で曲線や直線文を施文する。

その他、今回未掲載の土器としては幅広の口縁帯にW字状や亀甲状の文様を有するいわゆる大

平式土器も見られる。

以上の分類を『36年報告』の鈴木分類と対比すると下記のような対比が可能と思われる。

IA類

IB類

IC類

ID類

IE類

ⅡA類

ⅡB類

ⅡC類

ⅡD類

Ⅲ　類

Ⅳ　類

Ⅴ　類

Ⅵ　類

Ⅶ　類

L1－2、L2－1・2・3

L1－2、L2－1・2・3

L1－2、L2－4

（L1－2）

（L1－2）、L2－4

L1－2、L2－1・2・3

M1－1・2、L2－1・2・3　M2－1・2・3・6・11

U1－1・2・3、L2－1・2・3　M2－1・2・3・6・11

U2－1・2・3・4

（M1－1）

M1－3・4・5、M2－8・9

U1－7

U1－4
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（注）

『36年報告』の鈴木分類の概略は次のとおりである。

（1）下層の土器…市来式の前段階（下弓田式）の土器。屈折部以上の施文帯が狭く直行に近い断面の

「く」字口縁土器（L1－2）が主流となる。口唇に1段の刺突列（貝殻頂）を施した文様が主体

（L2－1・2・3）。その他、2段の刺突列（貝殻頂）間に2本の沈線を配しその中に刺突列（貝殻

腹緑）を1条施し縦方向の数条の刺突列（貝殻腹縁）で区画するものも（U2－4）。口唇部に刻目の

み（U2－6）などがみられる。

（2）中層の土器…市来式の盛行期の土器。典型的な「く」字口縁の土器（M1－1）が主流。口縁の屈曲

部以上に延びがあり屈曲部に張り出しを持つ土器も伴う（M1－2）。文様は2条の貝殻腹緑（竹管に

よる爪形刺突文に類似？）刺突列の中間に刺突列（サルボウ腹緑）を並列させる施文が圧倒的に多い

（M2－1・2・3）。また、少量だが口唇部が肥厚して丸みを持つ土器や平端化された土器も上層に

多い。文様はM2－1・2・3のほか、2条貝殻腹緑刺突列の中間に2条平行沈線（M2－4）、2段

の2本沈線の中間に貝殻腹縁刺突列（M2－5）、爪形文類似の2段刺突文列（M2－6）などがあ

る。その他、やや大きめの1段貝殻腹縁刺突列（M2－7）、2条貝殻腹縁刺突列下に1段沈線（M2

－8）、刺突列（サルボウ腹縁）下部に3本平行沈線（M2－9）、不整な貝殻腹縁刺突と沈線の組み

合わせ（M2－10）、幅広の2段貝殻腹緑刺突列の中間に数条沈線（M2－11）、貝殻腹緑刺突間の縦

方向沈線と屈曲部下位の数条沈線（M2－12）、無文（M2－13）、巻貝（ヘナクリ）の回転施文（M

2－14）など多彩である。

（3）上層の土器…貝殻施文による華麗な文様を施した「く」字形口縁土器（U2－1・2・3）が基調。

波状口縁や把手（U2－6・7）なども見られる。また、無文や単純な貝殻施文の口唇部が肥厚して

平端化された土器（U－4・5）も伴う。主な文様は2条の貝殻腹縁刺突列の中間に多彩な施文を配

する。中間の施文には、余裕のある並列する貝殻腹縁刺突文（U2－1）、水平な貝殻腹縁刺突を区画

する垂直な刺突（ハイガイ断片）文（U2－2）、貝殻腹縁刺突の上下に1本沈線（U2－3）、2本

沈線の問にまばらな貝殻腹緑の刺突（U2－4）などがある。その他、貝殻断片刺突（U2－5）や

貝殻腹縁刺突（U2－6）を1段配した単純施文、無文（U2－7）、並列した貝殻腹縁刺突列の間の

2本沈線と屈曲部以の並列する刻臼状貝殻施文と肩部以下の数条の沈線（U2－8）、間隔を有する2

本の貝殻腹縁刺突列の間の1条の曲沈線（U2－9）など多彩である。

Ⅲ　ま　と　め

今回報告した下弓田遺跡出土の縄文土器は、後期の市来式土器を中心に中期柊から晩期初頭に

かけての幅広い時期が含まれる。

1期（後期初頭）

太い凹線で曲線文を描く阿高式系統末期の岩崎上層式にあたる。県教委調査資料および表採資

料とも少量である。（Ⅸ－B）
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2期（後期前半）

口縁部から胴部にかけて2本平行の沈線で曲線や直線文を施文する指宿式土器を伴う時期で表

採資料に少量見られる。（Ⅸ－I）

3期（後期中葉）

口縁部を肥厚させた平坦面を文様帯とする土器の時期で県教委調査資料に見られる。（I）

幅狭の文様帯に単独の連続刺突文や沈線などの単純な施文が見られる土器で、「T」字状の口

縁は松山式土器に類似する。量的には1期、2期に比べて増加傾向にあるが、主体とはならな

い。3期の一部は4期に下る可能性がある。賀川分類の1類Lが含まれるであろう。

4期

口縁断面が三角形または「く」字形を呈する市来式土器の最盛期であり下弓田遺跡の中心とな

る時期でもある。幅狭・やや幅広い・幅広の口縁部を文様帯とし、幅狭の文様帯には単一の刺突

文を施したものが多く、文様帯の幅広化にともなって刺突文や凹線・沈線を組み合わせた文様構

成が主体となり幅広の文様帯のものではさらに組み合わせも複雑で華麗な文様構成となる傾向が

うかがえる（Ⅱ）。なお、4期は細分化が可能である。

また、頚部からゆるやかに外反する口縁部を持っタイプの市来式土器を中心としたコブ状の突

起を持っ土器（Ⅲ）や頚部に把手を取り付けた土器（Ⅳ）もこの時期に見られる。施文は貝殻腹縁

刺突文と沈線文を組みあわせた文様が胴部にまで及ぶタイプである。さらに、脚台付土器（Ⅷ）

などもこの時期に見られる。賀川分類の1類Mと1類U、さらに2類Mも含まれると思われる。

なお、わずかではあるが北部九州系の磨消縄文系土器である鐘ケ崎式土器（Ⅸ－D）も見られ

る。この時期に対応すると思われる。

5期

間延びした「く」字口縁の市来式土器（Ⅴ）と短く強く外反する口縁を持つ草野式土器（Ⅵ）

が含まれる。文様は貝殻腹縁刺突文をくびれ部付近に施した単純な施文となる。量は減少する。

賀川分類の2類Uが含まれる。

6期（後期後半）

西平式土器から三万田式土器の時期で黒色磨研土器などが少量見られる。（Ⅸ－H）

最後に「36年報告」の中で賀川は下層出土の『直口に近い口縁部を外側に口唇を切ったごと

く、三角状をなすものの類』の土器を、市来式土器の祖型として「下弓田式」と提唱している。

しかし、「下弓田式」については実態がつかみにくかったこともあって現在ではほとんど用い

られていないが一部で市来式土器の一部を示したり、宮崎県における市来式土器の呼称としてつ

かわれているにすぎない。

今回報告の博物館資料のなかに「36年報告」で「下弓田式」として図示された資料に該当する
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土器は見られず詳細な記述は困難である。しかし、今回の資料の中で（141）は図示された「下

弓田式」の土器に類似する資料と思われる。

141は直立あるいは外反気味の口縁部口唇部をわずかに肥厚させたやや幅広の文様帯を持つ類

B3の土器で文様帯には2～3条の凹線文問に連続刺実を組み合わせた施文がみられる。3期の

時期に比定されるもので松山式土器と同時期にあたることから成立期の一型式の土器として位置

付けできる。

（注）

『36年報告』のなかで賀川は鈴木分類を受けて3類7形式に分類している。

「く」字口緑の土器群を1類とし、断面三角形の口縁で鈴木分類の下層出土の土器群を1類L（L1－1

・L1－2、L2－1～L2－4）。口縁がやや「く」字形に発達し肩部の張りが著しく文様帯は長く延び

る土器群を1類M（M1－1・M1－2、M2－1～M2－6・M2－11・M2－12・M2－14）。口縁内

部も内湾して「く」字形に延びる土器群を1類U（U1－1～U1－3、U2－1～U2－4・U2－6・

U2－9）としている。

口緑部断面が平に切れる傾向のある土器群を2類とし、直立し山形に隆起した口緑部に凸状の突起部やそ

の下部に把手状の突起があるものを2類M（M1－4・M1－5、M2－7～M2－1）がこのタイプであ

る。

2類U～口緑部4カ所に突起を配するものを2類U（U1－5～U1－7、U2－1～U2－7）として

いる。

口緑断面が丸く肩部が張る土器群を3類とし、口縁部断面がやや凸状にふくらみ胴部が丸く張りをもつ蛮

形土器を3類M（M1－3、M2－13）がこのタイプである。

3類U～口縁部の突帯に発達した張りがなく丸みを持ちゆるやかに胴張りをした蛮形土器を3類U（U1

－4、U2－7）としている。

さらに、下弓田下層出土の1類Lの土器を市来式の前段階として下弓田式土器と仮称している。この1類

Lの土器は屈折部以上が非常にせばめられ、施文帯も狭く直行に近い断面を示す「く」字口緑の土器が主流

をなしている。賀川はこの下弓田下層の1類L（下弓田式土器）を草野Ⅴ層の土器と対比させ後期中葉後半

としている。そして、下弓田中層の1類Mを市来式土器と対比させ後期末葉前半に、下弓田上層の1類Uを

後期末葉後半においている。
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第17図　土器実測図（17）

－29－



一【→、　コ勺乙部贈－2、一‾1

．＿　．一　　ヽ
一′　一一一一一一一一一　一　　　　▼－

．′

‾、・一、－・．1・∴－ヽ

串中葉豊療亘
．．’．．てヽ

＿．聖耳事尋

わ・二品√，　　J

ヽ、1ヽ

景‘∴・ここ諒で華．【ノ

鼎
‘鵬J－～‾・・・→－，－．I

乙が一榔1－－‰・・ヰン〆一J已コ＝－・一一

号ユニご　二一一昔㌢与l

ヽ．1・・－．‾

－．明†∵∵㍉L‾山一叫ポ‾号

鎮ご＿一‾’一‾－，、・ヤヽ可、1

。三二≡二・≠二°こヨ▼一一一一　　こ　一′てこ一＿h

C．；′、嘉一　‾、－へ｝一．ノ

た芸曇芳ア’
l＿

貢3

＼一一　　　　　　　248

第18図　土器実測図（18）

－30一



撃彗彗覿
暫二票三三返還竃蛋
迦霞慧竃．ヽ

撃攣攣車
・ゝ√正一Ⅰ一一一一鱗シ．－－＝声｛－｝－1－・．．一一十声加で‘▼一一′これ．叫－、tJ一一こ

、申．－、i受電吏軍這

．．－．．－．．．－．．．．－．－．■．．■■■■■．■■．－．．．．．．■．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

第19図　土器実測図（19）

－31－



6　　　　　程撃叫相
も・．野′
J軒

周覧誌転
靡晦癖痘憩，

268　　望遠竃

1．1ト

げt‾　　273

第20図　土器実測図（20）

－32－

【

l



第21図　土器実測図（21）
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図版1・縄文土器（1）
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図版2・縄文土器（2）
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図版3・縄文土器（3）
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図版4・縄文土器（4）
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図版5・縄文土器（5）
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図版6・縄文土器（6）
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図版7・縄文土器（7）
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図版8・縄文土器（8）
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図版9・縄文土器（9）
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－95－
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車‾i．

293．294．301．295．

292．303．304．302．

298．296．297．

305．300．299．

307．308．309．310．311．312．

（312は写真左が口綾部）

313．314．315．316．

319．318．321．

－96－
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323．324．327．330．

329．325．328．336．

332．333．334．335．

344．345．347．348．

349．350．353．354．

346．352．

355．357．360．359．

368．366．367．

360．370．364．369．

－97－
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361．

371．373．374．

372．376．

378．379．

380．384．383．

394．388．387．

386．389．395．
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401．400．396．

403．397．

398．404．

405．

407．408．413．409．410．

411．412．414．

418．419．

415．416．417．420．

422．423．425．424．

431．430．432．

419．427．

433．435．434．428．
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－100－

437．438．439．

441．443．

444．442．

442．445．

（右上と同一）

440．

446．447．450．

448．449．453．
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454．458．

455．456．

459．460．

457．461．

－101－



図版16・縄文土器（16）

ー102－

462．463．

464．465．

467．469．

468．466．

470．



図版17・縄文土器（17）

471．473．

472．474．

475．476．

477．473．479．

ー103－


